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モダナイズ手法/パターンを整理した「モダナイゼーションガイドライン」及び、設計フェーズでの

活用を想定した「標準アーキテクチャデザイン」を整備し、ナレッジ展開によりモダナイ推進を図る

モダナイガイドライン、標準アーキテクチャデザイン

方針 モダナイゼーションガイドライン 標準アーキテクチャデザイン 各システム設計書
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モダナイを実現するための
インフラ基盤の設計手法を
記載

LCP(Mendix,Outsystems)
に関する設計、実装手法を
記載

モダナイを実現するための
アプリケーションの設計手
法を記載

移行パターン毎の詳細な移
行手順を記載

各システムに適したインフ
ラ/AP基盤およびシステム
グランドデザインを選定す
るためのガイド
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Digital
Transformation
Agenda

DX Agendaに基づいたインフラ、AP、移
行についてのガイドライン

ガイドラインに基づいたインフラ、AP、
LCP、移行について標準デザイン

各システムで作成するグランドデザイン、
基本設計書などのドキュメント

移
行

移行パターン毎に必要な作
業、準備を理解いただくた
めのガイド

全
体

モダナイゼーション推進の
全体像説明とシステム全体
方針を決めるためのガイド
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 デジタルシフトを実現するためには、新たな顧客体験や新サービスの提供、ビジネスモデルの
変⾰、業務の⾼度化・⾃動化への対応など、競争⼒のあるDX基盤の構築が求められます。

お客様の経営アジェンダの実行

オープン化
仮想化

オンプレ仮想

Oracle

Java

※仮想化のイメージ

デジタル変革のための基盤 新たな価値創出の実現全体の把握

レガシーシステム モダナイゼーション デジタルシフト

オンプレ

アプリ

DB

インフラ

RDB

COBOL

新たな体験(CX,UX,OX)
の提供

顧客への
新サービス提供

ビジネスモデルの
変革

業務の
高度化、自動化

など

ReplatformRehost・Refront
Rearchitecture

(Rewrite/Rebuild)
Retain Repurchase

コンテナ管理

クラウドLift&Shift
クラウドネイティブ

API

Cloud

マイクロサービス

コンテナ
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 NECのモダナイゼーション実行プロセスは6つのステップより構成され、一気通貫したサービスの
提供が可能です。

モダナイゼーションの実行プロセス

主な
実施
事項

概要

詳細

• 構想立案の現実化

• システムの現状分析

• システム移行後の目指す
姿の検討

• システム移行に向けたロー
ドマップ策定

• 資産分析

• ロードマップのブラッシュ
アップ

• 本システム受注・開発
(業務請負)

• 要件定義

• 設計

• サービスレベル定義

• 環境整備

• 導入

• テスト

• 移行

• 運用保守 (業務委託の可
能性あり）

• システム運営の標準モデル
の作成（役割と責任範囲
の定義）

• クラウド運用

• クラウド利用ガイドライン
の 作成（利用範囲、役
割分担、サービスレベル、
制約条件等)

• PoC実施(業務委託)

• 本番提案/体制/見積

• 移行提案

• 移行スコープ確定

• 移行先基盤確定

• 運用OS先確定

• 移行PJ計画策定

• 移行PJ体制立上げ

• パイロット計画具体化

• 対象システムの現状を
把握した上で、移行の
ターゲットや方式等の
アプローチを具体化す
る

• PoC、移行に向けた体
制や計画の策定等を実
施する

• 要件定義や設計、開発
等を行い、移行を実施
する

• 移行後の運用保守を実
施する

• 事業環境認識の確認

• 現状の問題・解決仮説

• ビジネスモデル仮説や
具体化の仕組み・検証

• ビジネス構造やアプリケー
ションなど今後の全体の
システム全体の構想

• 今後のシステム全体に向
けたロードマップ

• 現状把握と分析による変
⾰スコープ整理・アセス
メント

• ITビジョンとTo-Beシステ
ムコンセプト定義

• ITガバナンスとIT組織役割
の方針定義

• 変⾰実現に向けたロード
マップ策定

• 経営方針とITの現状と
のギャップを把握し、
モダナイゼーションのプ
ロセスを明示する

• モダナイゼーション候補
システムを抽出し、目
指すIT全体像とロード
マップを策定する

ステップ

モダナイ
ゼーション
メニュー

構想具体化 移行 運用移行計画DX戦略定義
構想立案

目指すITモデル

①-1 DX戦略策定

⑤保守運用

③モダナイ構想
の具体化②モダナイ構想策定

コンサルティング
④モダナイゼーション

ソリューション
①-2 デジタル
シフト構想策定
コンサルティング
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 データ駆動型ビジネスを支え、変化にも柔軟に対応できるグローバル共通の仕組みを提供

データドリブン経営
データ

データガバナンス データモデル メタデータ データ品質 データ保護
データスチュワード

データ
オーナー

データ
アナリスト

データソース データ収集・蓄積 分析データ提供 データ利活用（シナリオベース）

共通データ管理 MDM 顧客 品目 ｻｰﾋﾞｽ 価格 地域 人材 CoAﾁｬﾈﾙ 組織 …
データカタログ

Meta Data

ETL/ｽﾄﾘｰﾐﾝｸﾞ データレイク DWH/NoSQL BI/ダッシュボード構
造
デ
ー
タ

SCM

会計

人事

営業・マーケ…

非
構
造
デ
ー
タ

デ
ー
タ
ク
レ
ン
ジ
ン
グ

ビジネスデータ

アクティビティ
データ

ナレッジデータ

経営指標

従業員生産性
従業員Happiness

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ導出

ビジネスデータを
活用した迅速な
経営意思決定

集計・加工

リアルタイム
分析

AIエンジン
(ML/DL)

アクティビティデータ
を活用した従業員の

働き方の改善

ナレッジデータを
活用した

イノベーティブな
取組みへの示唆

メール
音声

生体…

社
内

社
内

VoC…社
外 位置…

社
内

KM

R&D・商材企画…

技術文献・アイデア
市場トレンド…

社
外

コ
ン
セ
プ
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• データ利活用・保護の視点から最適なデータ配置

• 分析・活用に必要なデータの一元的な集約・管理と
⾼度な分析(予測・最適化)を実現する基盤の提供

• データガバナンスによるデータ種・プロセスの標準化

期
待
効
果

• NECグループのデータ価値を最大化

• ユーザ⾃らデータを積極的に分析・活用し、
バリューアップやコスト削減につながる様々な取組へ後押し

• リスク低減と業務・システム運用効率化
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データドリブン経営を支えるOneDATAプラットフォーム

NECが保有する世界トップのAIモデル自動生成技術による⾼度なデータ価値創出

データを持たない技術による圧倒的なスピードでの大量データ統合の実現

数百TBレベルのNECの幅広いデータから知見を得るプラットフォームへの刷新

 高度なデータ価値創出

 NEC AIで数百TBレベルのデータソース・
データレイクからデータ価値創出

 データ利用の民主化

 ⾃社保有のAIモデル⾃動生成技術活用

 ツールによる個人情報の匿名加工

 データコスト最適化

 最先端技術で大量データ維持の低コスト化

 必要データをリーン＆アジャイルに活用

実現価値数百TBデータソース・データレイク

Top AI技術

データ利用
民主化
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 クラウドネイティブで拡張性の高いプラットフォームへ変革

インフラ
インフラ

PaaS

モダンプラットフォーム

SaaSIaaS

アプリ

インフラ

Private Cloud

マルチクラウド運用管理
（オーケストレーション(コンテナ管理)・サービス監視）マネージド

金融 政府

マルチクラウド

ネットワーク SD-WANNEC Smart Connectivity

MIP-NEXT
（SalesCloud）

デジタル
ワークプレース

（Microsoft365、
Zoom、Box）

SAP
Concur

高セキュアサービス マイクロサービス 外部サービス

サービス
(API)

サービス
(API)

サービス
(API)

…

シ
フ
ト

…

ミドル
ウェア

サービス

ミドル
ウェア

サービス

ミドル
ウェア

サービス …

…

Public Cloud

Digital Integration Hub

NEC Cloud IaaS
Amazon

Web services
Microsoft

Azure
Google

Cloud Platform

コ
ン
セ
プ
ト

• 業務領域毎に適したクラウドをBest Of Breadで活用

• 最新技術を積極採用したマルチクラウド環境の整備

• 全てのクラウドのシームレスな接続と⾃動化・効率化された
運用の実現

期
待
効
果

• 早期にサービス化することで顧客への提供価値を最大化

• システム開発におけるコスト削減とリスク抑制

• システム数30％削減により、維持・運用コストを削減
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（参考）Digital Integration Hub

定義：
① DIHアーキテクチャは、複数のSoRから低遅延で、

データを集約し、⾼性能データマネジメントレイ
ヤでは、APIsだけではなく、イベント、バッチ経
由でもアクセスが出来る必要がある

② データマネジメントレイヤでは、イベントドリブ
でバックエンド（SoR）と同期がとれる必要がある

③ DIHは拡張性があり、SoRからオフロードされ24x7
でデータにアクセスできること、ビジネスの俊敏
性が改善される必要がある

④ 組織は、データ分析、データインテグレーション
をする事によって、新たな価値を創出する事が出
来る

キーコンポーネント：
A) データマネジメントレイヤ
B) APIサービスレイヤ
C) インテグレーションレイヤ
D)AI分析
E) 運用、監視、管理、セキュリティ

出展：Gartner
Innovation Insight: Turbocharge Your API Platform With a Digital Integration Hub
Published 10 July 2020 - ID G00722630 - 27






